


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（写真提供 ： 札幌文化芸術劇場 hitaru）
35 　現場から
ば
、
そ
の
効
果
は
さ
ら
に
大
き
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
さ
ら
に
、
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｕ
は
、
札
幌
か
ら
新
た
な
表
現
を
生
み
だ
し
、
発
信
す
る
場
と
な
る
こ
と
も
目
指
し
て
い
ま
す
。
国
内
の
公
共
ホ
ー
ル
と
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
の
共
同
制
作
も
そ
の
一
環
で
す
が
、
特
に
、
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ス
タ
ジ
オ
で
開
催
し
た
「
風
に
聴
く
～
み
た
び
ま
み
え
る
～
」
（一
〇
月
一
八
日
、
一
九
日
）
は
、
地
元
に
し
っ
か
り
と
目
を
向
け
た
札
幌
独
自
の
創
造
事
業
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
札
幌
で
長
く
活
動
し
て
き
た
舞
踏
家
能
藤
玲
子
が
、
北
海
道
を
代
表
す
る
彫
刻
家
砂
澤
ビ
ッ
キ
の
彫
刻
を
舞
台
美
術
と
し
て
用
い
た
現
代
舞
踊
の
公
演
で
あ
り
、
現
場
で
長
い
時
間
を
か
け
て
作
り
込
み
、
深
い
精
神
性
を
漂
わ
せ
る
円
熟
の
ス
テ
ー
ジ
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
開
館
か
ら
一
年
間
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
リ
ー
ズ
を
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
市
内
の
文
化
芸
術
団
体
を
対
象
に
企
画
を
公
募
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
五
つ
の
企
画
の
う
ち
、
「
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
」
（
二
月
一
一
日
）、
北
海
道
二
期
会
オ
ペ
ラ
「椿
姫
」
（三
月
一
〇
日
）、「Ｈ
Ｄ
Ｐ　
Ｄ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｅ　
Ｐ
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
Ｍ　
２
０
１
９
」
（
九
月
二
二
日
）
の
三
公
演
を
こ
の
年
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
舞
台
技
術
を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
を
通
し
て
、
地
元
の
出
演
者
を
起
用
し
た
自
主
制
作
に
よ
る
創
造
に
対
し
て
支
援
し
て
い
く
と
い
う
側
面
も
も
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
、
開
館
一
周
年
記
念
「
プ
ラ
ザ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
一
事
業
と
し
て
開
催
し
た
、
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
ダ
ン
ス
と
を
高
い
次
元
で
融
合
さ
せ
たR
h
iz
o
m
a
tik
s
 R
e
s
e
a
rc
h
 
× E
L
E
V
E
N
P
L
A
Y
 
× K
y
le
 M
c
D
o
n
a
ld
「dis
c
re
te
 
fig
u
re
s
 S
p
e
c
ia
l E
d
itio
n
」
（
一
〇
月
六
日
）
や
、
九
月
に
十
一
公
演
を
行
っ
た
札
幌
で
二
九
年
ぶ
り
と
な
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
」
も
、
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
は
、
「
一
人
ひ
と
り
の
創
造
性
を
さ
さ
え
る
」
「
あ
た
ら
し
い
表
現
の
可
能
性
を
ひ
ら
く 
」
「
す
べ
て
の
人
に
開
か
れ
た
ア
ー
ト
と
の
出
会
い
を
つ
く
る 
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
掲
げ
、
市
民
の
文
化
芸
術
活
動
に
寄
り
添
い
育
む
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、〝
高
ま
り
〟
と
〝
新
規
性
〟
と
〝
広
が
り
〟
を
札
幌
の
文
化
芸
術
に
も
た
ら
す
た
め
の
活
動
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
一
階
の
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
コ
ー
ト
で
開
催
し
て
い
る
「
ま
ち
な
か
お
昼
の
お
ん
が
く
か
い
」
は
、
主
に
こ
の
〝
広
が
り
〟
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
気
軽
に
音
楽
に
触
れ
ら
れ
る
無
料
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
あ
り
、
こ
の
年
は
計
六
回
行
い
ま
し
た
。
毎
回
、
数
百
人
が
集
ま
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
が
、
最
近
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
演
奏
だ
け
で
は
な
く
、
ア
ン
ビ
エ
ン
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
を
は
じ
め
と
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
に
出
会
う
場
と
し
て
の
要
素
も
加
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
を
会
場
と
し
て
行
う
企
画
を
広
く
募
集
す
る
事
業
も
行
っ
て
お
り
、
二
〇
一
八
年
度
は
十
一
件
、
二
〇
一
九
年
度
は
五
件
を
採
択
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
北
海
道
教
育
大
学
・
実
験
劇
場
第
八
回
公
演　
マ
ド
リ
ガ
ー
レ
・
オ
ペ
ラ
「
土
方
風に聴く～みたびまみえる～
（撮影 ： 伊藤留美子）
36　　　　　　　現場から
歳
三
の
戦
い
～
義
に
殉
じ
た
男
」
（
三
月
二
三
日
）
と
、
弦
巻
楽
団
に
よ
る
「
わ
た
し
た
ち
の
街
の
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』」
（
三
月
二
四
日
～
四
月
一
日
）
と
い
う
二
つ
の
舞
台
芸
術
公
演
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
こ
の
施
設
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で
し
た
が
、
「
わ
た
し
た
ち
の
街
の
『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』」
で
は
公
開
制
作
も
行
い
、
市
民
が
飛
び
入
り
で
小
道
具
作
り
な
ど
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
ユ
ニ
ー
ク
な
試
み
も
あ
り
ま
し
た
。
都
心
の
複
合
型
文
化
施
設
で
あ
る
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
は
、
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
用
者
も
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
日
々
多
く
の
方
が
来
館
し
ま
す
。
偶
然
そ
こ
で
開
か
れ
て
い
た
事
業
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
も
多
い
と
い
う
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
の
特
性
を
活
か
し
た
も
の
で
す
。
一
年
を
通
し
て
事
業
を
展
開
す
る
最
初
の
年
に
な
っ
た
二
〇
一
九
年
に
は
、
こ
の
他
に
も
紹
介
し
き
れ
な
い
事
業
が
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
含
め
、
札
幌
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
と
い
う
新
し
く
で
き
た
場
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
新
た
な
刺
激
と
な
り
、
札
幌
の
文
化
芸
術
が
よ
り
身
近
で
豊
か
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
貢
献
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
二
〇
一
九
年
の
動
向　
　
　
　
　
札
幌
演
劇
シ
ー
ズ
ン
実
行
委
員
会　
事
務
局
長　
飯
塚　
優
子
二
〇
一
九
年
と
二
〇
一
九
年
度
の
演
劇
シ
ー
ズ
ン
上
演
作
品
は
以
下
の
通
り
で
す
。
二
〇
一
九
―
冬
シ
ー
ズ
ン
（二
〇
一
九
年
一
月
二
六
日
～
二
月
二
四
日
）
　
M
A
M
「父
と
暮
ら
せ
ば
」　　
　
ｙ
ｈ
ｓ
「白
波
！
」
（
T
G
R
札
幌
劇
場
祭
二
〇
一
七
大
賞
）
　
千
年
王
国 　
「贋
作
者
」
　
ト
ラ
ン
ク
機
械
シ
ア
タ
ー
「ね
じ
ま
き
ロ
ボ
ッ
ト
α
～
と
も
だ
ち
の
こ
え
」
　
コ
ン
カ
リ
ー
ニ
ョ
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス　
「親
の
顔
が
見
た
い
」
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
帯
広
北
高
等
学
校　
「
放
課
後
談
話
」
（高
文
連
全
道
大
会
最
優
秀
作
品
） 
　
こ
ぐ
ま
座
冬
の
巨
大
人
形
劇　
「雪
わ
た
り
」
二
〇
一
九
―
夏
シ
ー
ズ
ン
（
二
〇
一
九
年
七
月
二
七
日
～
八
月
四
日
）
　
劇
団
新
劇
場
「
二
人
の
長
い
影
」
　
B
L
O
C
H 
P
r
e
s
e
n
t
s
「野
村
大
ひ
と
り
芝
居
傑
作
選
」
　
風
蝕
異
人
街　
　
「
青
森
県
の
せ
む
し
男
」　
